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主な内容�

広報�

12-１�

Ｐ２ 功労者表彰�

Ｐ５  みんなの広場�

Ｐ６  合併情報�

Ｐ８  なるほどサイエンス�

Ｐ９  お知らせ�

Ｐ11  相談とお知らせ�

Ｐ12  健康だいすき�

　11月17日、「中山道400年の恋」が、日吉町、大

湫町、釜戸町で開かれました。�

　細久手宿からは、輿7台、総勢136人の和宮行

列が出発し（＝写真）、中山道を東に進んで、大

湫宿から来た将軍家茂の一行100人と北野神社で

出会いました。��

　また、芸能披露や結婚式など多彩な催し、ウォ

ーキングに約1万8000人が訪れました。�

　�

よみがえる　姫宮行列�



２�平成14年12月１日�

　
11
月
21
日
、
瑞
浪
市
功
労
者
お
よ
び
教
育
功
労
者
の

表
彰
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�
瑞
浪
市
功
労
者

瑞
浪
市
功
労
者
・
教
育
功
労
者
表
彰

教
育
功
労
者
表
彰�
瑞
浪
市
功
労
者

瑞
浪
市
功
労
者
・
教
育
功
労
者
表
彰

教
育
功
労
者
表
彰�
瑞
浪
市
功
労
者

瑞
浪
市
功
労
者
・
教
育
功
労
者
表
彰

教
育
功
労
者
表
彰�
瑞
浪
市
功
労
者
・
教
育
功
労
者
表
彰�

瑞浪市功労者表彰を受けられた皆さん�

感謝状を受けられた皆さん�

教育功労者表彰を受けられた皆さん�



３�瑞浪市役所　☎ 68-2111

地
方
自
治
功
労�

産
　
業
　
功
　
労�

保
健
衛
生
功
労�

公
共
公
益
功
労�

功
労
者
表
彰�

▼
市
の
振
興
発
展
に
寄
与�

・
田
中
久
雄
（
明
世
町
）
選
挙
管
理
委
員
会
委
員�

・
中
村
良
治
（
大
湫
町
）
財
産
区
議
会
議
員�

　
市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
４
団
体
と
25
人
に

表
彰
状
が
、
ま
た
多
額
の
金
品
を
寄
付
さ
れ
た
方
な

ど
７
人
と
12
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）�

▼
交
通
安
全
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
、
多
年
職
務

に
精
励
し
、
他
の
模
範
。�

・
安
藤
知
雄
（
釜
戸
町
）
交
通
安
全
協
会
役
員�

社
会
福
祉
功
労�

▼
社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安
定
に
尽
力�

・
武
田
俊
英
（
明
世
町
）
民
生
児
童
委
員�

教
育
文
化
功
労�

社
会
教
育
功
労�

▼
教
育
、
学
芸
そ
の
他
文
化
の
振
興
に
尽
力�

・
尾
石
和
正
（
寺
河
戸
町
）
小
中
学
校
校
長
会
会
長�

・
稲
津
小
学
校
（
稲
津
町
）
全
日
本
学
校
歯
科
保
健

　
優
良
校
最
優
秀
賞�

・
赤
堀
登
紅
（
小
田
町
）
舞
踊
の
指
導
・
後
継
者
育
成�

▼
社
会
教
育
、
体
育
の
振
興
に
尽
力�

・
宮
地
哲
雄
（
寺
河
戸
町
）
体
育
協
会
理
事
長�

・
稲
垣
峰
雄
（
土
岐
町
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
会
長�

・
安
藤
　
昇
（
土
岐
町
）
軟
式
野
球
連
盟
副
会
長�

・
石
川
文
俊
（
一
色
町
）
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者�

・
鈴
木
彰
彦
（
小
田
町
）
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

　
ニ
ス
選
手
権
大
会
混
合
65
の
部
優
勝�

消
　
防
　
功
　
労�

▼
消
防
団
員
と
し
て
、多
年
勤
務
に
精
励
し
他
の
模
範

・
田
口
典
宏
（
陶
町
）
　�

・
板
橋
正
博
（
日
吉
町
）�

・
愛
知
忠
之
（
土
岐
町
）�

・
渡
邉
良
昌
（
山
田
町
）�

・
今
井
昭
浩
（
明
世
町
）�

・
大
原
公
平
（
土
岐
町
）�

・
伊
藤
正
彦
（
明
世
町
）�

・
水
野
浩
二
（
日
吉
町
）�

感
謝
状
贈
呈�

交
通
安
全
功
労�

▼
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
付�

・
西
尾
菊
枝
（
明
世
町
）�

・
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
（
多
治
見
市
） 

・
寺
林
康
博
（
小
田
町
）�

・
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ダ
ン
ス
同
好
会
（
上
平
町
）�

・
瑞
浪
中
学
校
生
徒
会
・
瑞
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
土

　
岐
町
）�

・
陶
都
信
用
農
業
協
同
組
合
（
多
治
見
市
）�

・
小
木
曽
又
一
（
寺
河
戸
町
）�

・
柴
田
一
子
（
山
田
町
）�

・
加
納
文
雄
（
土
岐
町
）�

・
愛
知
利
隆
（
静
岡
県
）�

・
各
務
み
す
ゑ
（
明
世
町
）�

・
株
式
会
社
東
濃
新
報
社
（
多
治
見
市
）�

・
新
興
建
設
株
式
会
社
（
多
治
見
市
）�

・
株
式
会
社
世
開
　
明
世
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
明

　
世
町
） �

�

・
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
上
平
町
）�

・
株
式
会
社
ア
ル
ペ
ン
（
名
古
屋
市
）�

・
株
式
会
社
ア
イ
ホ
ー
（
愛
知
県
）�

・
財
団
法
人
田
口
福
寿
会
（
大
垣
市
）�

・
株
式
会
社
石
垣
（
東
京
都
）�

�

▼
産
業
の
開
発
、
振
興
に
尽
力�

・
半
原
二
十
日
会
野
菜
栽
培
研
究
会
（
日
吉
町
）
地

　
域
特
産
物
の
創
出�

・
株
式
会
社
里
の
菓
工
房
（
恵
那
市
）
地
域
特
産
物

　
の
創
出�

・
燦
燦
会
（
日
吉
町
）
地
域
特
産
物
の
創
出�

・
坂
井
　
清
（
山
田
町
）
瑞
浪
陶
磁
器
卸
商
業
組
合

　
副
理
事
長�

・
曽
我
弘
徳
（
西
小
田
町
）
瑞
浪
市
西
部
発
展
会
会
長�

・
伊
藤
忠
一
（
寺
河
戸
町
）
岐
阜
県
印
刷
工
業
組
合

　
理
事�

・
熊
澤
弘
美
（
釜
戸
町
）
丸
昭
釜
戸
鉱
業
協
同
組
合

　
理
事
長�

▼
保
健
衛
生
の
改
善
、
向
上
に
尽
力�

・
菱
田
守
彦
（
名
古
屋
市
）
地
域
医
療
の
発
展
に
寄
与�

▼
公
益
団
体
の
役
職
員
等
で
、
多
年
職
務
に
精
励
し
、

　
他
の
模
範�

・
安
藤
秋
義
（
大
湫
町
）
大
湫
町
区
長
会
長�
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教
育
・
文
化
・
体
育
な
ど
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
19
人
と
３
団
体
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
水
野
真
輝
（
土
岐
小
学
校
５
年
）
全
国
小
学
生
陸

　
上
競
技
交
流
大
会
岐
阜
県
選
考
会
男
子
５
年
100
ｍ

　
１
位
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
１
位�

�

・
保
母
隆
吏
（
土
岐
小
学
校
５
年
）
全
国
小
学
生
陸

　
上
競
技
交
流
大
会
岐
阜
県
選
考
会
男
子
５
年
800
ｍ

　
１
位�

�

・
野
村
航
史
（
陶
小
学
校
６
年
）R

o
b
o
C
u
p

世
界

　
大
会
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
０
２
福
岡
・
釜
山
」
　

　T
o
u
k
a
i

１
チ
ー
ム
で
準
優
勝�

�

・
水
谷
晶
子
（
瑞
陵
中
学
校
３
年
）
岐
阜
県
中
学
校

　
総
合
体
育
大
会
柔
道
女
子
の
部
44
㎏
以
下
級
優
勝

・
安
藤
　
結
（
瑞
陵
中
学
校
３
年
）
全
日
本
中
学
校

　
通
信
陸
上
競
技
大
会
女
子
走
り
幅
跳
び
１
位�

・
伊
野
貴
幸
（
瑞
陵
中
学
校
３
年
）
全
日
本
中
学
校

　
通
信
陸
上
競
技
大
会
男
子
３
０
０
０
ｍ
１
位�

・
伊
藤
な
つ
き
（
陶
中
学
校
３
年
）
東
海
中
学
校
総

　
合
体
育
大
会
水
泳
の
部
女
子
100
ｍ
平
泳
ぎ
８
位�

�

・
三
宅
彩
加
（
陶
中
学
校
３
年
）
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

　
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
県
大
会
陸
上
女
子
３
０
０
０
ｍ
優
勝�

・
陶
中
学
校
女
子
陸
上
部
　
岐
阜
県
中
学
校
総
合
体

　
育
大
会
駅
伝
優
勝�

・
日
吉
中
学
校
　
毎
日
カ
ッ
プ
「
中
学
校
体
力
つ
く

　
り
」
コ
ン
テ
ス
ト
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞�

・
古
文
書
研
究
会
　
古
文
書
の
解
読
を
行
い
郷
土
史

　
の
研
究
と
郷
土
資
料
の
刊
行
に
寄
与�

・
松
井
文
子
（
山
田
町
）
体
育
指
導
委
員
と
し
て
地

　
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与�

・
酒
井
智
浩
（
松
ケ
瀬
町
）
釜
戸
女
子
ス
ポ
ー
ツ
少

　
年
団
指
導
者
と
し
て
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力�

・
加
納
常
男
（
寺
河
戸
町
）
瑞
浪
小
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー

　
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力�

・
山
本
満
博
（
稲
津
町
）
市
卓
球
連
盟
の
役
員
と
し

　
て
卓
球
競
技
の
普
及
振
興
に
尽
力�

・
小
栗
義
一
（
釜
戸
町
）
市
な
ら
び
に
岐
阜
陸
上
競

　
技
協
会
役
員
と
し
て
陸
上
競
技
の
普
及
と
選
手
の

　
育
成
に
尽
力�

・
冨
田
　
進
（
多
治
見
市
）
化
石
博
物
館
協
議
会
委

　
員
と
し
て
化
石
博
物
館
の
運
営
と
自
然
科
学
の
普

　
及
に
尽
力�

・
伊
藤
洋
輔
（
松
ケ
瀬
町
）
化
石
博
物
館
協
議
会
委

　
員
と
し
て
化
石
博
物
館
の
運
営
と
自
然
科
学
の
普

　
及
に
尽
力�

・(

故)

　
　
幸
雄
（
明
世
町
）
市
社
会
教
育
委
員
長
、

　
市
文
化
協
会
会
長
等
を
歴
任
し
市
の
教
育
な
ら
び

　
に
文
化
芸
術
の
振
興
に
尽
力�

・(

故)

勝
　
千
早
（
一
色
町
）
岐
阜
県
ス
ケ
ー
ト
協

　
会
理
事
長
、
市
体
育
協
会
理
事
長
等
を
歴
任
し
市

　
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力�

・(

故)

加
知
仁
志
（
稲
津
町
）
稲
津
小
学
校
な
ら
び

　
に
稲
津
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
学
校
開
放
管
理
人

　
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与�

・
門
野
明
子
（
陶
町
）
陶
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
学

　
校
開
放
管
理
人
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

　
寄
与�

�

教
育
功
労
者
表
彰�

児
童
・
生
徒�

学
校
・
団
体
・
一
般�

感
　
謝
　
状�

　
形
は
小
さ
く
て
も
大

皿
と
同
じ
工
程
で
作
ら

れ
る
小
皿
は
、
精
密
な

技
術
力
と
集
中
力
が
必

要
で
す
。�

　
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
時
代
を
映
し
出
し
た

多
彩
な
文
様
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ
・
場
所
　�

　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館�

　
☎
６
７
ー
２
５
０
６

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す�

12
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は�

「
蛍
の
光
」
で
す�

◎
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
放
送
）
は
、
窓
を
開
け
る
か
、�

　
外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。�

▽
開
会
・
議
案
上
程
　
12
月
２
日（
月
）�

▽
一
般
質
問
　
　
　
　
12
月
９
日（
月
）、10
日（
火
）�

▽
採
決
・
閉
会
　
　
　
12
月
24
日（
火
）�

・ 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

（
人
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）�

12
月
市
議
会
　
定
例
会
日
程

月
市
議
会
　
定
例
会
日
程�

12
月
市
議
会
　
定
例
会
日
程�

12
月
７
日

月
７
日（
土
）

（
土
）〜
２
月
２
日

〜
２
月
２
日（
日
）

（
日
）�

12
月
７
日（
土
）〜
２
月
２
日（
日
）�

企画展�企画展�

印
判
手

印
判
手�

印
判
手�魅

惑
の
小
皿

魅
惑
の
小
皿�

魅
惑
の
小
皿

魅
惑
の
小
皿�

魅
惑
の
小
皿�



�

　
身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
丸
山
隆
也
さ
ん
か
ら�

小
林
潔
さ
ん
（
☎
６
５
ー
２
６
２
２
　
陶
町
水
上
６

６
０
ー
２
０
）
に
交
替
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
身
体
障
害
に
関
す
る
相
談
、
質
問
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�

陶児童館�

永井優斗ちゃん（２歳）�
ゆう　と�

（稲津町小里）� （陶町大川）�

野村真希ちゃん（４歳）�
ま　き�

　
11
月
９
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
パ
ン
ニ
ャ
・

メ
ッ
タ
子
供
の
家
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。�

�

　
貧
困
の
た
め
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
イ
ン
ド
の
子

供
を
支
援
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
「
１
円
募
金
」
の

集
計
が
さ
れ
、
87
万
１
８
５
２
円
集
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
瑞
浪
市
か
ら
贈
ら
れ
た
救
急
車
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
募
金
活
動
は
、
貧
し
い
子
供
の
た
め
に
支
援
運
動

を
行
う
イ
ン
ド
の
僧
侶
サ
ン
ガ
ラ
ト
ナ
・
マ
ナ
ケ
さ

ん
の
活
動
に
賛
同
し
た
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
8

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
平
成
７
年
に
設
立

さ
れ
た
孤
児
院
「
パ
ン
ニ
ャ
・
メ
ッ
タ
子
供
の
家
」

と
も
交
流
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
、
マ
ナ
ケ
さ
ん
も
訪
れ
「
貧
し
い
子
供

た
ち
を
救
う
だ
け
で
な
く
、
募
金
し
た
方
自
身
も
現

在
の
モ
ノ
の
あ
ふ
れ
た
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
、
地

球
規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。�

　
日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
す
す
め
る
星

と
皇
女
和
宮
制
作
事
業
の
う
ち
、
細
久
手
公
民
館
前

の
陶
壁
が
完
成
し
、
11
月
17
日
に
は
姫
街
道
400
年
祭

に
あ
わ
せ
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
大
き
さ
は
、
縦
約
３
・
２
ｍ
、
横
約
３
・
５
ｍ
で
、

青
を
基
調
に
、
皇
女
和
宮
行
列
と
星
が
描
か
れ
た
面

と
、
細
久
手
ち
ょ
う
ち
ん
祭
り
が
描
写
さ
れ
た
面
が

表
裏
に
な
っ
て
お
り
、
瓦
の
屋
根
が
つ
け
ら
れ
、
宿

場
に
溶
け
込
ん
だ
作
品
で
す
。�

　
今
後
は
、
日
吉
小
学
校
前
の
陶
壁
と
、
日
吉
南
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
近
く
の
陶
壁
の
制
作
を
行
い
ま

す
。�

�

1

円

募

金

円

募

金

�

1

円

募

金

円

募

金

�

1

円

募

金

�

　姫街道400年祭の瑞浪市イベントが、

11月17日に開催されました。��

　皇女和宮行列の再現や芸能披露、結婚

式など多彩な催しが行われました。地元

まちづくり組織を中心に、町民がボラン

ティアで準備・運営を行ってきた手作り

のお祭りを紹介します。�

見てね�

18時10分～30分�

12月９日（月）�
岐阜テレビで放映�

「中山道400年の恋」�

岐
阜
県
身
体
障
害
者
相
談
員�

５�瑞浪市役所　☎ 68-2111

細
久
手
の
陶
壁
が
完
成

細
久
手
の
陶
壁
が
完
成�

細
久
手
の
陶
壁
が
完
成

細
久
手
の
陶
壁
が
完
成�

細
久
手
の
陶
壁
が
完
成�



　
11
月
11
日
、
第
４
回
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
が
セ
ラ

ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、「
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員

会
（
名
称
小
委
員
会
）」と
「
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定

小
委
員
会
（
庁
舎
小
委
員
会
）
」
の
人
選
が
行
わ
れ
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
、
名
称
小
委
員
会
委
員
長
に
水
野

正
信
氏（
多
治
見
市
選
出
）、
庁
舎
小
委
員
会
委
員
長
に

�
嶋
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
合
併
協
定
項
目
の
協
議
で
は
、
合
併
の
期
日
、
議
会

議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

お
よ
び
任
期
、
地
方
税
、
一
般
職
の
職
員
の
身
分
、
電

算
シ
ス
テ
ム
事
業
の
取
扱
い
、
今
後
の
協
議
の
方
法
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
合
併
の
期
日
は
、
平
成
17
年
１
月
を
目
標
と
し
、
日

付
は
事
務
事
業
項
目
の
調
整
に
合
わ
せ
て
決
定
し
て
い

く
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。�

�

　
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会
設
置
規
程
を
改
正
し
、

「
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
」
と
「
新
市
事
務
所

の
位
置
選
定
小
委
員
会
」
を
加
え
た
設
置
規
程
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。�

�

１
、
合
併
の
期
日�

　
平
成
17
年
１
月
と
し
、
日
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他

の
調
整
項
目
の
結
果
を
見
な
が
ら
調
整
を
進
め
ま
す
。�

２
、
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い�

　
新
設
合
併
と
決
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
協
定
の
選
択

肢
と
し
て
次
の
三
通
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。�

①
合
併
と
同
時
に
設
置
選
挙
を
行
う
。(

法
定
定
数
38
人
以
内)�

　
議
員
の
数
が
地
方
自
治
法
上
の
定
数
で
あ
る
38
人
以

内
に
な
る
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営
の
ス
リ
ム
化
、
効
率

化
が
図
ら
れ
る
と
共
に
、
経
費
面
で
も
合
併
の
効
果
が

期
待
で
き
る
反
面
、
議
員
数
の
激
変
に
よ
り
、
旧
市
町

ご
と
の
地
域
の
声
が
届
か
な
く
な
る
な
ど
と
い
っ
た
懸

念
が
あ
る
。
ま
た
、
議
員
は
設
置
選
挙
で
、
新
た
に
選

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
議
員
の
交
代
で
新
市
へ
の
円

滑
な
移
行
の
障
害
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。�

�

②
定
数
特
例
を
適
用
し
た
設
置
選
挙
を
行
う
。（
法
定
定

　
数
の
２
倍
以
内)�

�

　
議
員
の
数
が
特
例
に
よ
り
増
加
（
76
人
以
内
）
す
る

こ
と
と
な
り
議
員
の
激
減
に
よ
る
旧
市
町
ご
と
の
地
域

の
声
が
届
か
な
く
な
る
な
ど
の
不
安
は
緩
和
さ
れ
る
。�

　
反
面
、
議
員
数
の
増
加
に
よ
り
、
既
存
の
議
場
で
は

対
応
で
き
ず
、
人
件
費
な
ど
の
経
費
面
に
お
い
て
も
多

大
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
効
率
面
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ

ス
と
い
え
る
。�

③
在
任
特
例
を
適
用
す
る
。（
現
職
市
・
町
議
が
２
年
以

　
内
の
任
期
を
定
め
て
在
職
す
る
）�

　
旧
市
町
の
議
員
（
合
計
82
人
）
が
新
市
の
施
行
に
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
市
町
の
地
域
の
声
が
反
映
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
全
般
的
に
見
て
も
新
市
へ
の
移
行
が

円
滑
に
な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。�

　
反
面
、
議
員
数
の
増
加
に
よ
り
、
既
存
の
議
場
で
対

応
で
き
ず
、
ま
た
、
人
件
費
な
ど
の
経
費
面
に
お
い
て

も
多
大
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
効
率
面
に
お
い
て
は
マ

イ
ナ
ス
と
い
え
る
。
ま
た
、
人
口
あ
た
り
の
票
の
格
差

が
生
じ
る
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
議
会
サ
イ
ド
と
し
て
は
在
任
特
例
を
採
用
す
る
意
見

　
が
多
い
。（
多
治
見
市
、
瑞
浪
市
、
笠
原
町
）�

・
土
岐
市
議
会
は
協
議
中
で
意
見
が
ま
と
ま
る
に
は
至

　
っ
て
い
な
い
。�

・
多
治
見
市
と
笠
原
町
で
は
、
議
員
報
酬
に
差
が
あ
り

　
す
ぎ
て
、
仮
に
多
治
見
市
の
報
酬
に
合
わ
せ
て
在
任

　
特
例
を
使
う
と
な
れ
ば
、
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

　
い
の
で
は
な
い
か
。�

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
も
、
合
併
に
よ
る
行
政
の

　
効
率
化
を
48
％
の
方
が
期
待
し
て
い
る
の
で
設
置
選

　
挙
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。�

・
財
政
改
革
を
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
る
か
、
短
い
ス
パ

　
ン
で
考
え
る
か
の
違
い
。�

・
先
進
地
の
前
例
が
ベ
タ
ー
な
方
法
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
在
任
特
例
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。�

・
議
員
の
良
識
に
任
せ
た
い
。�

【
協
議
結
果
】�

  

議
会
サ
イ
ド
の
調
整
を
待
っ
て
、
次
回
も
協
議
を
継

続
す
る
。�

　
両
小
委
員
会
の
人
選
を
委
任
さ
れ
て
い
た
正
副
会
長

に
よ
り
、次
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
当
市
関
係
分
）�

・
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
（
12
人
）�

　
委

員

長
　
　
水
野
　
正
信
（
多
治
見
市
）�

�

　
副
委
員
長
　
　
近
藤
　
保
子
（
笠
原
町
）�

�

　
委
　
　
員
　
　
山
田
　
実
三
（
瑞
浪
市
）�

�

　
　
　
　
　
　
　
林
　
恵
美
子
（
瑞
浪
市
）�

�

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
健
太
郎
（
瑞
浪
市
）�
�

・
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会
（
12
人
）�

　
委

員

長
　
　
　
嶋
　
芳
男
（
瑞
浪
市
長
）�

�

　
副
委
員
長
　
　
水
野
　
隆
夫
（
笠
原
町
長
）�

�

　
委
　
　
員
　
　
勝
股
　
　
敬
（
瑞
浪
市
）�

　
　
　
　
　
　
　
足
立
　
好
豁
（
瑞
浪
市
）�

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

⑪

６�平成14年12月１日�

新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会
設
置
規
程�

の
改
正
に
つ
い
て�

「
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
」
と
「
新
市
事
務
所
の�

位
置
選
定
小
委
員
会
」
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て�



３
、
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い�

　
原
則
は
、
一
つ
の
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
域
面
積
要
件
か
ら
二
つ
以
上

の
農
業
委
員
会
を
置
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
合�

併
特
例
法
に
よ
る
措
置
と
農
業
委
員
会
法
に
よ
る
措
置

も
あ
り
、
協
定
の
選
択
肢
は
次
の
七
通
り
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
議
会
議
員
と
同
様

こ
と
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。�

①
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
合
併
と
同
時
に
設
置

　
選
挙
を
行
う
。（
法
定
定
数
30
人
以
内
）�

②
二
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
合
併
と
同
時
に
設
置

　
選
挙
を
行
う
。（
例:

瑞
浪
区
域
定
数
20
人
、
多
治
見
・

　
土
岐
・
笠
原
区
域
定
数
20
人
）�

③
三
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
合
併
と
同
時
に
設
置

　
選
挙
を
行
う
。（
例:

瑞
浪
区
域
定
数
20
人
、
土
岐
区
域

　
定
数
20
人
、
多
治
見
・
笠
原
区
域
定
数
20
人
）�

④
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
現
職
委
員
が
従
前
の

　
任
期
ま
で
在
任
す
る
。�

⑤
二
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
現
職
委
員
が
従
前
の

　
任
期
ま
で
在
任
す
る
。（
例:

瑞
浪
区
域
と
多
治
見
・
土

　
岐
・
笠
原
区
域
）�

⑥
三
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
現
職
委
員
が
従
前
の

　
任
期
ま
で
在
任
す
る
。（
例:

瑞
浪
区
域
、
土
岐
区
域
、

　
多
治
見
・
笠
原
区
域
）�

⑦
四
つ
の
従
前
の
区
域
に
農
業
委
員
会
を
置
き
、
現
職

　
委
員
が
従
前
の
任
期
ま
で
在
任
す
る
。�

【
協
議
結
果
】�

  

事
務
局
と
各
農
業
委
員
会
と
の
調
整
に
委
ね
、
専
門

部
会
を
経
て
事
務
局
案
を
作
成
し
、
協
議
す
る
。�

４
、
地
方
税
の
取
扱
い�

　
合
併
特
例
法
で
、
均
一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
著
し

く
衡
平
を
欠
く
場
合
は
、
合
併
後
５
年
間
は
不
均
一
の

課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
税
率
は
笠
原
町
の
法
人
町
民
税
を
除
い
て
ど
の
市
町

も
同
じ
で
す
、
た
だ
し
、
瑞
浪
市
で
は
市
民
税
均
等
割

が
現
行
で
２
０
０
０
円
に
対
し
、
新
市
に
な
る
と
、
法

律
に
よ
る
人
口
区
分
に
よ
り
、
２
５
０
０
円
に
ア
ッ
プ

し
ま
す
。�

　
こ
れ
を
、
不
均
一
課
税
の
対
象
に
す
る
か
ど
う
か
が

焦
点
に
な
り
ま
す
。�

　
ほ
か
に
は
、
３
市
１
町
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
都

市
計
画
税
の
課
税
対
象
区
域
と
前
納
報
奨
金
制
度
で
す
。

ど
こ
に
合
わ
せ
る
か
が
協
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。�

・
都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
区
域�

　
　
多
治
見
市
　
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
市
街
化
区

　
　
　
　
　
　
　
域
内�

　
　
瑞

浪

市
　
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
用
途
地
域�

　
　
　
　
　
　
　
認
可
済
公
共
下
水
道
事
業
地�

　
　
　
　
　
　
　
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域�

　
　
土

岐

市
　
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
用
途
地
域

　
　
　
　
　
　
　
（
運
用
上
瑞
浪
市
と
同
じ
）�

　
　
笠

原

町
　
課
税
な
し�

・
前
納
報
奨
金
制
度
に
お
け
る
計
算
率�

　
　
多
治
見
市
　
百
分
の
０
・
２
５�

　
　
瑞

浪

市
　
百
分
の
０
・
２
５�

　
　
土

岐

市
　
百
分
の
０
・
５
０�

　
　
笠

原

町
　
百
分
の
０
・
５
０�

【
協
議
結
果
】�

　
専
門
部
会
を
経
て
事
務
局
案
を
作
成
し
、
協
議
す
る
。�

５
、
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い�

　
新
設
合
併
に
よ
り
、
一
般
職
の
職
員
は
、
勤
務
し
て

い
た
市
町
の
法
人
格
が
消
滅
す
る
た
め
、
失
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
合
併
特
例
法
で
、
引
き
続
き
新
市

の
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
よ
う
措
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
本
協
議
会
で
、
一
般
職
の
職
員
は

新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
３
市
１
町
の
職
員
合
計
は
、
同
等
規
模
の
富
士
市
や

　
清
水
市
と
比
べ
る
と
か
な
り
多
い
と
い
う
報
告
が
な

　
さ
れ
て
い
る
。
行
政
経
費
の
削
減
の
上
か
ら
も
、
長

　
期
的
な
定
員
管
理
目
標
を
立
て
る
べ
き�

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
細
か
く
要
求
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
で
き
る
よ
う
に
定
員
管
理
を
し
て

　
い
く
べ
き�

・
人
員
削
減
は
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
も
関
連
す
る
の

　
で
慎
重
に
行
う
べ
き�

・
一
般
事
務
職
に
限
っ
て
目
標
を
立
て
た
ら�

【
協
議
結
果
】�

　
委
員
の
意
見
を
参
考
に
、
専
門
部
会
で
定
員
管
理
等

を
つ
め
て
提
案
す
る
。�

６
、
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
の
取
扱
い�

　
現
在
、
３
市
１
町
に
お
い
て
は
、
各
種
の
事
業
が
電

算
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
市
町
に
よ
っ
て

異
な
り
、
合
併
に
向
け
て
の
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
協
議
会
で
は
、
行
政
効
率
化
を
進
め
る
た

め
、
合
併
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
の
統
一
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。          �

�

７�瑞浪市役所　☎ 68-2111

第
５
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
12
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
２
回
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
18
日
（
水
）
９
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
２
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
19
日
（
木
）
９
時
30
分
〜�

・
場
所
　
笠
原
町
消
防
会
館
３
階
大
会
議
室�

第
８
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
25
日
（
水
）
13
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�



②遺伝子組換え大腸菌の観察　 ～光る大腸菌～

　緑色に光るＧＦＰタンパク遺伝子を導入した大

腸菌が光る様子を観察することができます。�

③遺伝子の運び屋アグロバクテリウムの観察�

④ショウジョウバエの変異の観察�

⑤モデル植物

　シロイヌナ

　ズナの観察 

�ゲノムの解

読にとって、

基本となるモ

デル植物シロ

イヌナズナの

３種類の遺伝

形質の違う系

統を展示して、�

遺伝形質の実際を知っていただきます。�

みんなで考えよう！サイ
エン
ス

　昨年の２月、英国の科学雑誌ネイチャーおよび

米国のサイエンスにヒトゲノムの解読結果が発表

されたこともあり、「遺伝子・ＤＮＡ・ヒトゲノ

ム」に人々の関心が急速に高まっています。�

　この紙面では遺伝子・ＤＮＡについて、全てを

紹介することは到底不可能です。また、研究の進

歩は著しく、どこまでわかったのかをリアルタイ

ムでつかむことはできません。�

　そこでサイエンスワールドでは、身近な遺伝子

・ＤＮＡの世界を実物の観察や実験体験を通して

より理解していただくため、冬の特別企画を予定

しています。その内容を以下に紹介します。�

①遺伝子ＤＮＡの抽出体験　�

　ブロッコリー、タマネギから簡単な方法でＤＮ

Ａを取り出すことができます。�

�

冬の特別企画「遺伝子・ＤＮＡの世界」�

　12月21日～２月末の冬休み・土・日・祝�

市民講座 科学講演会��

　「なぜ？どうなるの？東海地震」�

　12月23日（祝）14時～（申込受付中）�

休館日　12月２日、９日、16日、24日、25日、

　　　　28日～１月４日�
◎問合せ・申込�
　サイエンスワールド　 ☎ 66－1151

12月　イベント情報�

平成14年12月１日�８�

遺伝子・ＤＮＡって何？�

　�

 遺伝子・ＤＮＡの世界� 遺伝子・ＤＮＡの世界� 遺伝子・ＤＮＡの世界� 遺伝子・ＤＮＡの世界�

ニワトリのＤＮＡ�

　昔から子どもは、親によく似ることが知られて

います。これは親から子どもへ遺伝子と呼ばれる

ものが伝えられているからですが、その正体は長

い間わかりませんでした。�

　1953年にワトソンとクリックによって、遺伝

子・ＤＮＡの構造が解明されると、様々な生命現

象がＤＮＡをもとに説明されるようになりました。 

　ＤＮＡは地球上のあらゆる生物の遺伝情報を担

う物質で、基本的には、ヒトでもニワトリでも野

菜でも、みな同じＤＮ

Ａを持っています。�

 右の写真は、ニワト

リのレバーから取り出

したＤＮＡです。繊維

状で粘りけのある物質

なので、ガラス棒など

に巻き取ることもでき

ます。�

光る大腸菌�

⑥細胞の核の観察     ��

⑦ユスリカのだ液腺染色体の観察�

⑧世界最少！キバアリの染色体の観察�

　染色体数１のオーストラリア産キバアリを紹介

します。�

⑨君も捜査一課～ＤＮＡ鑑定の実際～      �

　ＤＮＡの泳動パターンを実際に展示し、この結

果からＤＮＡレベルでヒ

トの形質をどのように対

比できるのかを示します。�

⑩遺伝子組換え植物の実際          

　夢を持たせてくれる植

物ということで、国内で

唯一販売されている遺伝

子組換え植物である『青

いカーネーション』を展

示します。あわせて、遺

伝子組換え植物の基礎的

なことも紹介します。� 青いカーネーション�



　平成15年４月採用の職員を募集します。�

◆採用予定職種･資格等�

《一般職員》�

　・訪問介護員　２人(介護福祉士資格取得（見込

　　み）者で昭和42年４月２日以降に生れた方）

　・介護員　２人(ホームヘルパー養成研修２級課

　　程修了者で昭和38年４月２日以降に生れた方)�

　・看護師　１人(昭和38年４月２日以降に生れた方)�

《パート職員》�

　・介護員　４人(ホームヘルパー養成研修２級課

　　程修了者)��

◆応募資格　福祉に理解と情熱があり、健康で身

　元確実の方で、普通自動車運転免許を有する方�

◆試験日および試験内容�

　・一般職員　平成15年１月14日(火)�

　　　　　　　一般教養試験、作文、面接�

　・パート職員　平成15年１月14日(予定)　面接�

◆応募期限　12月20日(金)�

◆応募方法　�

　・一般職員　申請書提出(社会福祉協議会に用意)�

　・パート職員　市販の履歴書に必要事項を記入

　　のうえ期限までに提出�

◎申込・問合せ　社会福祉協議会　☎ 68-4148�

　市では、地域の生活基盤施設である道路の整備

や、市民の生命、財産を水害から守る河川・水路

の整備に努めています。�

　市民生活を支え、安心・安全を確保する道路・

河川の整備に、ご理解とご協力をお願いします。�

【地域で出来る事は地域で】�

　多くの地域で、河川・道路の草刈や清掃、側溝

の土砂出しなど、地域が一体となってボランティ

ア活動をして頂いています。行政が出来る範囲は

限られています。今後も、地域で出来る活動につ

いては、地域一体となった取り組みをお願いします。�

【道路破損などの通報を】�

　道路の決壊や穴あき・側溝の蓋の破損等を見つ

けられた場合は、早急に対応しますのでご連絡く

ださい。�

【違法行為はやめましょう】�

　歩道を横断する自動車出入口で、正規の場所以

外に鉄板・プラスチック製の出入口等を設置され

ている方、また、歩道を車庫代わりに使用してい

る方など、こういった行為は交通事故等の原因と

なりますので、直ちに止めてください。なお、歩

道の出入口の位置・幅については、変更が可能で

すので詳細については問合せください。�

◎問合せ　土木課　☎ 内線258��

　「気取らない陶磁器のあるライフスタイルの提

案」をテーマに、東海地方のやきもの産地(美濃・

瀬戸・常滑・萬古)で生産・販売されているフリー

カップを一同に集めた展示会を開催します。�

◆展示品は即売いたします（公募作品は除く）。�

◎問合せ　多治見市農林商工課�

　　　　　☎ 22-1111　内線343��

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

�

�

市営住宅入居者募集�

応募資格　◆原則として市内に３カ月以上住所または勤�
　務地があり、かつ、市税を滞納していない方��
◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯を�
　構成する方（単身で入居できる場合もあります。）��
◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方��
応募期限　12月16日（月）��
※ 問合せには所得のわかる書類をご用意ください。�

竜　　吟�釜戸町� 簡平PC造�2DK ２�

入
居
さ
れ
る
方
す
べ�

て
の
収
入
・
住
居
の�

規
模
・
構
造
な
ど
に�

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。�

�

家
賃
の�

３
カ
月
分�

管財課�
☎内線324

�

所在地�団 地 名� 構   造�形 式� 募集数�家　賃� 敷金�

瑞浪市社会福祉協議会職員募集�

　市では、地域の女性や男性がその個性と能力を

十分に発揮し、活力ある地域づくりを進めるため、

「瑞浪市男女共同参画プラン」(仮称）を策定しま

す。本プラン策定に当たり、計画への意見や提言

を行う「瑞浪市男女共同参画懇話会」の委員を募

集します。�

・募集人員　２人�

・応募資格　市内に在住または通勤・通学する方

　で、平成14年４月１日現在で満20歳以上の方�

・申込方法　直接または郵送・ＦＡＸ・メール�

・申込書類　応募書(企画政策課に問合せください)�

・申込期限　12月20日(金)�

◎申込・問合せ　企画政策課　☎ 内線332��

　FAX68-8749�

　Ｅメールkikaku@city.mizunami.gifu.jp

「瑞浪市男女共同参画懇話会」委員募集�

あなただけのフリーカップ展�

道路・河川の整備には皆さんの協力が必要です�

12月12日（木）～15日（日）10時～17時�
セラミックパークMINO　イベントホール�

入場無料�



　瑞浪都市計画公園を一部変更したいので計画（案）

の縦覧を行います。�

　計画（案）については、縦覧期間満了日までに

知事に意見書を提出することができます。�

・縦覧期間　12月３日(火)～12月17日(火)�

・場　　所　市役所都市計画課　県庁都市計画課�

・変更事項　瑞浪市民公園の一部区域変更�

・面積の変更　変更前約29.5 ha　変更後29.7 ha�

・理由　市民公園内の施設等の再整備を行い、ゆ

　とりの空間を創出し、より一層市民に親しまれ

　る市民公園にするため、区域の変更を行います

。�

�

10平成14年12月１日�

12月21日（土）９時30分～11時30分� 12月8日（日）９時～12時�

瑞浪都市計画公園の変更(案)の縦覧�

　平成15年２月21日任期満了を迎える瑞浪市議

会議員の一般選挙が次のとおり行われます。�

◆投票日（選挙期日）平成15年２月９日(日)�

◆立候補届出日（告示日）平成15年２月２日(日)�

　あなたの大切な一票が市政に反映されるよう、

投票日には必ず投票にお出かけください。�

◎問合せ　選挙管理委員会　☎ 内線 271��

・募集内容　1.ロゴマーク　2.キャラクター�

・応募方法　作品は、Ａ４用紙を縦で使用し、余 

　白に住所・氏名・電話番号・制作意図を記載し

　てください。コンピューターグラフィック等に

　よる作品も受付けますが、必ずＡ４で出力した

　もので提出してください。なお、提出された作

　品は返還しませんのでご承知おきください。�

・賞　最優秀作品(１点)�

　　　県内旅館ホテル宿泊券　10万円相当�

　　　優秀作品（２点）�

　　　県内旅館ホテル宿泊券　３万円相当�

・応募締切　平成15年１月10日(金)必着�

・発表　平成15年２月(入賞者に別途通知)�

・著作権　入賞作品の著作権は、主催者に帰属�

・その他　入賞作品は、主催者および県内市町村

　観光関係者において、ポスター・パンフレット

　・チラシなど当県のＰＲのために使用します。

　この場合、必要に応じて入賞作品に補作する場

　合がありますのでご了承ください。�

◎応募・問合せ　岐阜県庁交流産業室　�

 �

�

・内　容　竜吟の森・枯れ木を再生させるミニ盆栽�

・費　用　無料(申込が必要です)�

・講　師　足立市次郎氏(釜戸町在住)�

・定　員　20人(参加対象は特定しません)�

・締　切　12月15日(日)�

◎申込・問合せ　瑞浪市自然ふれあい館　�

　　　　　　　　☎ 63-0015　FAX 63-0016��

種
別�

名　　称�
位　　　置� 面　積�

番号�公園名�

総
合
公
園�

5･5･1
瑞浪市�

民公園�

　瑞浪市明世町�
山野内字大狭間、戸�
狩字小狭間・大狭�
間・井ノ洞地内�

約29.7ha

◎問合せ　都市計画課　☎ 内線 245

「竜吟の森・枯れ木を生かす寄せ植え」�

竜吟の森　瑞浪市自然ふれあい館�

瑞浪市議会議員一般選挙�

・出品点数　230点(展示作品は、抽選により一律�

　１点10,000円で頒布します)��

・抽選方法　当日８時30分から文化会館で、18歳�

　以上の方を対象に先着順で抽選券を配布します。�

　　抽選は13時から展示室で行います。�

◎問合せ　(社)美濃陶芸協会(多治見市農林商工課内)�

　　　　　☎ 22-9837��

「花の都ぎふ祭り～ひだ・みの花紀行」�

ロゴマーク・キャラクター募集�

　　　　　　　 〒500-8570  岐阜市藪田南2-1-1 �

　　　　　　　 ☎ 058-272-1111　内線3056 

第35回美濃陶芸協会小品展�

多治見市文化会館　Ａ展示室�

変更箇所変更箇所�変更箇所�



休場日　12月3日(火)・7日(土)・13日(金)・19日(木)

　25日(水)・31日(火)、１月１日(水)・５日（日）�

◆行政相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…12月９日(月)  10時～15時�

◆人権・法律相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…12月５日(木)　10時～15時�

◆結婚相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…12月４日(水)・11日(水)・22日(日) ��

　　　　10時～16時　　　�

◆心配ごと相談　社会福祉協議会　☎ 68-4148 �
　日時…毎週月曜日（23日は翌日、除く30日）�

　　　　10時～15時　　　�

◆高年齢者職業相談　商工課　☎ 内線481�
　日時…毎週火・木・金曜日（除く31日）９時～16時�

◆身体障害者相談　社会福祉課　☎ 内線104�
　日時…12月６日(金)・16日(月)・27日(金)�

　　　　９時～12時�

◆住宅修繕相談　都市計画課　☎ 内線 248�
　日時…12月17日(火)　10時～15時�

◆税務相談　税務課　☎ 内線120　　�
　日時…12月19日(木)　10時～15時　�

◆移動家庭児童相談　社会福祉課　☎ 内線 102�
・陶児童館　12月４日(水)�

　　　　　　10時～12時�

・子育て支援センター（稲津保育園内）�

　　　　　　12月４日(水)　�

　　　　　　13時30分～15時30分�

・釜戸コミュニティーセンター�

　　　　　　12月11日(水)　10時～12時�

・日吉コミュニティーセンター�

　　　　　　12月11日(水)13時30分～15時30分

◆母子相談　社会福祉課　☎ 内線102�
　日時…12月３日(火)　９時～12時�

◆教育相談　学校教育課　☎ 内線488�
　日時…毎週月・水・金曜日　13時～17時�

　　(９日、20日、23日、27日、30日を除く)�

◆電話相談　各相談日　☎ 68ー9811�
�

ハートピア（市民福祉センター）相談室�

（12月分）�相 談 コ ー ナ ー �

斎場のお休み　市民課　☎ 内線 105

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）�

市役所１階市民相談室�

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）�
�
○市県民税（特別徴収）　11月分　12月10日(火)��

○固定資産税　　　　　　３期分　 12月25日(水)��

○国民健康保険料　　　　12月分　12月25日(水)�

○水道料金・下水道使用料　  11月分　12月25日(水)�

○介護保険料　　　　　　12月分　12月25日(水)�

・応募資格　義務教育修了(見込み)者で、看護学教

　程履修可能な学力のある方�

・募集人員　30人�

・願書提出　平成15年１月10日(金)～31日(金)�

・試 験 日　平成15年２月13日(木)�

・試験会場　多治見市医師会准看護学校�

・試験科目　数学・国語・社会および面接�

・合格発表　平成15年２月20日(木)�

　　　　　　(本人または所属施設に郵送)�

◎問 合 せ　多治見市医師会准看護学校☎ 22-3051�
�

クリスマスコンサート　(めだかの会)�

　12月20日(金)　10時15分～�

　・対象児　２歳～就園前　�

親子遊び　(体操・ふれあい遊び・作り遊びなど)�

　 １月20日(月)　10時～11時30分��

　・対象児　１歳～２歳の誕生日まで�

人形劇　(人形劇団ポケット)�

　 １月29日(水)　10時～��

　・対象児　３歳程度～就園前　(親子30組)�

０歳児親子ふれあい体操�

　毎月第４水曜日　10時～　�

　・対象児　首がすわってから１歳の誕生日位まで�

◆会場　稲津保育園(遊戯室・子育て支援センター)�

◆申込方法　電話もしくは直接申込む�

◎申込・問合せ　子育て支援センター(稲津保育園内)�

　　　　　　　　☎ 66-1064��

・応募資格　日本国籍を有し、中学卒(平成15年３

　月卒業見込含む)で、15歳以上17歳未満の男子�

　(年齢は平成15年４月１日現在)�

・応募締切　平成15年１月７日(火)必着　�

・試験期日　平成15年１月11日(土)�

・入隊時期　平成15年３月下旬～４月上旬�

◎問 合 せ　自衛隊岐阜地方連絡部多治見事務所�

　　　　　  ☎ 22-6024��

11 瑞浪市役所　☎ 68-2111

�

「おんぶにだっこ教室」のお誘い�

自 衛 隊 生 徒 募 集�

准看護学校生徒募集�



　白血病など血液の病気で苦しむ方を救うため、

骨髄提供者を募集しています。骨髄バンクは１人

でも多くの患者さんがドナーを見つけ、骨髄移植

を受けることができるよう骨髄提供者の登録をす

るデータバンクです。�

　ドナー登録は、10ccの血液（採血）で手続きで

きます。東濃地域保健所では、毎月第１・３ 水曜日

９時より実施しています（予約制）。また、12月

14日（土）には休日骨髄ドナー登録を実施します

ので、登録を希望される方は、電話で申込みくだ

さい。�

●ドナー登録できる方�

・ 年齢が20歳～50歳までの健康な方��

・ 骨髄提供の内容を十分理解している方��

・ ﾄﾞﾅｰ登録について家族の同意を得ている方��

・ 体重が男性45kg、女性40kg以上の方�

●ドナー登録の内容�

・ 登録要件の確認��

・ ビデオ鑑賞および手続きの説明�

・ 問診・採血��

・ ドナーカードの配布��

※登録に要する時間は約1時間です。��

◎申込・問合せ　東濃地域保健所健康増進課　�

　　　　　　　　☎ 23－1111　内線 362�

　上記予防接種の申し込み期限を12月20日(金) ま

で延期します。該当者でハガキを提出されていな

い方は、至急保健センターへ申し込みください。

�詳細は、広報みずなみ11月１日号をご覧ください。�

今回の期限を過ぎれば申込はお断りします。�

　すでに申込をされている方は、早目に医療機関

へ電話予約してください。�

　なお、三種混合Ⅰ期追加の申込については、２

月１日号に掲載します。�

　生後６カ月児の保護者の方で、神経芽細胞

種検査の尿を提出される場合は、次の期間は

検査機関がお休みとなりますので、提出しな

いようご注意ください。�

  　１２月２６日（木）～１月５日（日）�

♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

健診・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�

15時開始�

母子健康手帳�

平成11年12月１日～�
　　　12月15日生まれ    

平成11年12月16日～�
　　　12月31日生まれ    

12月17日（火） 

12月19日（木） 

12月13日（金） 

12月20日（金） 

12月17日（火） 

12月18日（水） 

12月19日（木） 

12時30分開始�

平成11年６月生まれ�

平成10年６月生まれ�

平成13年12月生まれ�

平成10年12月生まれ�

平成８年12月生まれ�

平成14年８月生まれ�
第１子13時集合�
第２子以上14時～14時30分受付�

母子健康手帳�
お茶�

母子健康手帳�
コップ・タオル�

４ カ 月 児 健 康 診 査 �

１歳児すくすく教室� ９時50分～10時�
（終了は11時30分）�

母子健康手帳 �
歯ブラシ・コップ�

母子健康手帳 �
早朝尿（50 cc）�
歯ブラシ・コップ�

３ 歳 児 健 康 診 査 �

３ 歳 ６ カ 月 児  �
歯 み が き 教 室 �

４ 歳 ・ ４ 歳 ６ カ 月 児  �
歯 み が き 教 室 �

６ 歳 臼 歯 ム シ 歯 �
予 防 教 室 �

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

＊汚れてもいい服装�
　でおいでください。�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�
　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

　広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  ☎68-2111　http:/ /www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

�

12月は骨髄バンク登録月間� 三種混合Ⅰ期初回予防接種�
申込期限を延長します�

歯科休日救急診療�診療時間：９時～15時�

*受診の際は、当日電話予約が必要です。�

期　　日� 在宅当番医院� 電話番号�

12月22日(日)

12月23日(月)

ホ ワ イ ト 歯 科�

いとう歯科クリニック�

68－1066

65－4567

神経芽細胞種検査機関お休みのお知らせ�


